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「マララ・デー」となりました。 

 写真集『マララさん こんにちは～世界でいち

ばん勇敢な少女へ』と絵本『マララとイクバル～パ

キスタンのゆうかんな子どもたち』は子どもたち

への教育がいかに大切であり、必要とされている

のかを身をもって伝え、訴えかけてきます。子ど

もたちの勇気が世の中を変えようとしています。

絵本は表裏なく、どちらからでも読める面白い構

成になっています。写真集の子どもたちの表情に

は意思を感じます。お奨めの 2冊です。 

 この 2 冊の本は、すくらむ 21 の１階第 1 交流室

キッズコーナーで皆様をお待ちしています！ 

 子どもには未来があります。未来の社会を作

っていくのは子どもたちです。どんな未来を作

っていくのか、それは子どもたちが学び考え、

多くの人とかかわりながら見つけていくことで

す。子どもは一人ひとり、どんな大人になりた

いのか、どんな仕事に就きたいのか、どのよう

に生きるのかを選択する自由と責任がありま

す。そのためには、様々な事を学ばなければな

りません。日本では子どもが学ぶこと、教育を

受けることは権利です。 

 「すべての女の子には教育を受ける権利があ

る。」しかし、世界ではいまだに女児に対する教

育が特に遅れている現状があり、一説には全

世界あわせて 6,500 万人もの女の子が初等教

育も中等教育も受けていないと言われていま

す。「すべての子どものすばらしい未来のため

には学校と教育が必要です。」これらは銃弾に

倒れながらも平和と教育を求めて活動を続け

ているマララ・ユスフザイさんの言葉です。 

2013 年 7 月 12 日、16 歳の誕生日に国連ユー

ス集会で行ったスピーチの一節です。この日は 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すくらむ 21 4～6 月の新入荷書籍  ※すくらむ 21 で読めます＆借りられます。 

男女別学の時代 戦前期中等教育のジェンダー比較 
著者：小山静子 出版社：柏書房 

「育休世代のジレンマ」女性活用はなぜ失敗するのか 
著者：中野円佳 出版社：光文社 

「全身○活」時代 就活・婚活・保活からみる社会論 
著者：大内裕和・竹信三惠子 出版社：青土社 

なぜ、あの会社は女性管理職が順調に増えているのか 
著者：麓幸子・日経 BP ヒット総合研究所編 出版社：日経 BP社  

世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ 
著者：くさばよしみ/編 中川学/絵 出版社：汐文社 

子どもと話す マッチョってなに？ 
著者：クレマンティーヌ・オータン 出版社：現代企画室 

オトナ女子の不調をなくす 体にいいこと大全 
著者：小池弘人 出版社：サンクチュアリ出版 

あおくんときいろちゃん 
著者：レオ・レオーニ 出版社：至光社国際版絵本 

ＥＭＡＣ（エマック vol.09） 
著者/出版社：日本財団学生ボランティアセンター 

貧困研究（第 15号） 
著者：貧困研究会 出版社：明石書店 

ワーク介護バランス１ ここまでできる働きざかりの介護 
著者：小山朝子 出版社：旬報社 

男子問題の時代? 錯綜するジェンダーと教育のポリティクス 
著者：多賀太 出版社：学文社 

ワーク介護バランス 2 コミュニケーションで変わる働きざかりの介護   
著者：小山朝子 出版社：旬報社 

LGBT の子どもに寄り添うための本 
著者：D.オウェンズ=リード & C.ルッソ 出版社：白桃書房 

ワーク介護バランス 3 会社が支える働きざかりの介護 
著者：小山朝子 出版社：旬報社 

意識をデザインする仕事 
著者：須藤シンジ 出版社：CCC メディアハウス 

しなやかな仕事術 
著者：林文子 出版社：ＰＨＰ研究所 
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